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草津市こども・若者計画（案）に関する 

パブリックコメントの実施結果について 

 

実施結果 

１ 実施期間  令和７年１月６日（月）から令和７年２月５日（水）まで 

２ 意見者数    １１人 

３ 意見総数  ３０件 

４ 意見の反映件数 １件 

 
周知方法  

広報媒体 実績 
計画案(本編および概要版)の
配架 

配架場所（閲覧者数） 
・子ども・若者政策課（０人） 
・情報公開室    （０人） 
・草津市立図書館  （０人） 
・南草津図書館   （０人） 
 

資料送付 送付数： ０件（団体０件、個人０件） 
個別説明 説明数： １件（くさつラウンドテーブル） 
市ホームページ アクセス数：１，０６８件（２月７日確認） 
広報紙 １月号 
資料提供（記者提供） 令和６年１２月２７日付け 
その他  

 
概要版のみ掲示施設 

 ・各地域まちづくりセンター（１４箇所）、子育て支援センター（ぽかぽかタウン）、子育て支援拠

点施設（ミナクサ☆ひろば、ココクル♥ひろば）   
 

結果公表 

・市ホームページ ３月下旬 

・広報紙  ４月号 

・資料配架  ３月下旬 

配架場所：草津市役所（子ども・若者政策課・情報公開室）、図書館、南草津図書館 

 

 

 

 

 

 

資料１ 
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草津市こども・若者計画（案）提出された意見と市の考え方 

 

 

No 意見の要旨（ページ数） 市の考え方 

１ 

計画書３３ページ 

 家庭の状況について、こどもを預けられ

る人が誰もいないが 2割で増加。市はだれ

(どこ)に預けられるのがいいと考えている

のか。 

 「日頃、こどもを預けられる人の有無」を聞

いた調査結果では、緊急時もしくは用事の際

にこどもを預けられる祖父母等の親族がいる

方が約６割おられる一方で、「誰もいない」と

答えた方は、２割を越え、前回調査から増加

しています。本市では、保育所等での一時預

かり事業や子育て短期支援事業、子育て援助

活動支援事業（ファミリー・サポート・センタ

ー事業）等を実施しており、引き続き、このよ

うな支援制度の実施と普及・啓発に努めます。 

 

２ 

計画書３８ページ 

 病気の際の対応について、こどもだけで留

守番させていることが数件あり、利用料や方

法が分からないや他人にみてもらうのは不

安という理由が挙げられた。これについての

対策はどのように広報していくのか。 

 生後６か月から小学３年生までの病児、病

後児につきましては、「病児病後児保育室」を

市内に設置し、就労や病気等、家庭で保育で

きない児童の受入れを行っています。 

 対象となります児童の保護者に向けまして

は、保育所等の就学前施設や児童育成クラブ

等を通じてチラシを配布する他、広報くさつ

や市ホームページでも案内をしており、引き

続き、丁寧な周知に努めます。 

 

３ 

計画書５１ページ 

 貧困状況にあるこどもに対して、特に不足

する性質は見られないという回答が増加。こ

れは貧困状況にある家庭と接する機会がな

いから想像して答えているのか。貧困問題に

対する興味や問題意識の低下であると考え

るが、それについての対策はなにか。 

 この設問は、こどもの貧困対策に関する支

援者の調査において、貧困状況にあるこども

に不足していると感じる項目を聞いたもの

で、貧困状態にあっても、本人に不足する性

質が見られないと回答された方が 9.0 ポイン

トと前回から上昇しております。貧困状況に

あるこども・若者や家庭は、社会的に孤立し

たり閉鎖的になる傾向があり、実態が把握し

にくい状況にありますことから、引き続き、

関係課間や、支援者（団体）との連携により、

その実態把握を進めるとともに、啓発や支援

制度の周知に努めます。 

   …反映させた意見 
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４ 

計画書６１、６２ページ 

 「子ども・若者の意見を聞く機会アンケ

ート」の結果は、非常に面白く感じまし

た。このまとめを見て思ったのは、中学

生、高校生などの同年代を集めて、対面な

ら仮面をかぶって、オンラインなら画面オ

フ（顔が写らない）にした「語り場」を開

催したらどうだろう。 

 大人立ち入り禁止。ファシリテーターは

交通整理として存在するくらいで、大学生

など参加者に近い年齢の人にする。テーマ

を決めて、4～5人のグループに分かれて話

し合い、最後に全体でシェアをする。学区

を越えて学年を超えての意見交換には、大

人も想像しない気づきが参加者にあるかも

しれない。 

 

 計画策定を進めるにあたり、中学生や大学

生と市長との対話の場づくりを行い、そこで

提案された意見の中から、若者がアクセスし

やすいよう市長がⅤチューバーとなって市政

情報を発信したり、市民活動団体との協働の

手法で、中学生が企画した小学生との交流会

を実践するなどの取組を行いました。 

 本計画におきましては、こども・若者の社

会参画・意見表明を重点的な取組に掲げ、こ

ども・若者との直接対話の機会の創出に取り

組むこととしており、御提案にある多様な対

話の機会のあり方については、本市のこれま

での取組結果やこども・若者の意見も踏まえ、

引き続き検討してまいります。 

 

５ 

計画書６３ページ 

草津市の若者の施策に望むことについて

は、「安心して出産・子育てのできる環境づ

くりを進める」が 66.0％で最も多い。そのた

めのよいサポートについて、「結婚や出産、

育児に対する資金貸与や補助支援」が

51.8％、「夫婦ともに働き続けられるような

職場環境の充実」が 39.9％、「妊娠・出産時

の経済的負担の軽減」が 37.1％となってい

る。ここには、挙がってないが、妊産婦のメ

ンタルケアも今、問題になっている。妊産婦

死亡の原因のうち、ここ数年で自殺の割合が

高くなっている。 

 小児救急など安心してこどもが 医療機関

を利用できる体制ももちろん必要だし、妊産

婦のメンタルをケアする体制、または医療機

関（精神科）につなげる体制も必要であると

感じている。 

 小児救急医療体制につきましては、草津市、

栗東市、守山市、野洲市の４市が連携し、湖南

広域休日急病診療所を開設しております。ま

た、重症患者への対応を行う小児二次救急診

療は、済生会滋賀県病院で実施しており、市

民の皆様が安心して受診できる体制の構築を

図っているところです。 

 妊産婦のメンタルヘルスをケアする体制に

ついては、妊娠期から出産・子育て期の不安

や悩みを抱える方に対し、保健師や助産師等

の専門職が、面談等を通じて気持ちに寄り添

いながら、必要な方には早期の支援に努めて

います。 特に、妊娠、出産期はホルモンバラ

ンスの変化も大きく、慣れない育児負担から

精神的に影響を受けやすいため、産科や精神

科等の医療機関や関係機関との連携を図って

おり、引き続き、安心して出産・子育てのでき

る環境づくりに努めてまいります。 
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６ 

計画書６７～６９ページ 

 素晴らしい計画だと思います。なお、居

場所についてのアンケートの取り方です

が、以下のところは小学生の実態を調べる

のなら、クロス集計にしてほしかった。 

 学校が終わってから 18 時ごろまで、いち

ばんよくいる場所はどのような場所か（楽

しい、楽しくない等）、また、その理由はな

どの設問をみると、「18時ごろまで自宅で

一人で好きなことをしているときが、とて

も楽しい。友だちと過ごすでもなく、外で

遊ぶでもなく、家の中でのんびり一人で好

きなことができるのが楽しい」。そういう小

学生が多いのだろうか。しかし、楽しくな

いところと答えた理由では、「友だちといっ

しょにいられないから」が 20.5％いる。そ

の子は自宅にいるけど、のんびり好きなこ

とができない子で、楽しくないと答えた子

なのか。複数回答でもあるし、データの見

方がよく分からない。つまり、小学生の実

態をうまく把握できないと思った。 

 「居場所についてのアンケート」では、クロ

ス集計も実施しておりますが、掲載事項が多

く、計画書では割愛をしております。 

 自宅にいる児童の分析では、全体の 60％が

放課後一番よくいる場所として「自分の家」

を選択しており、「とても楽しいところ」、「楽

しいところ」と肯定的な回答した割合は

89.4％となりました。また、その理由では、

「好きなことができるから」、「一人でのんび

りできるから」が上位になっています。 

 一方、自宅にいる児童が楽しくないと回答

した理由では、「友だちと一緒にいられないか

ら」が 25％であるのに対し、「好きなことがで

きない」が 43.8％、「一人でのんびりできな

い」39.6％と上位となっています。 

 本計画では、「こども・若者の居場所づくり」

を重点的な取組に位置付け、これらの分析結

果を踏まえて取組を進めてまいります。 

 

７ 

計画書６７～６９ページ 

 居場所のアンケートの結果から 1 人での

んびりしたいと思っていることが分かる。こ

のことから、学校以外の場でコミュニティを

広げ、コミュニケーションをとることを求め

ていないと考える。集団行動や助け合いが必

要であることをどう伝えるか。 

 放課後いちばんよくいる居場所として、「友

達の家」「近くの公園や広場」「のびっ子や児

童育成クラブ」を選択した理由では、「友だち

といっしょにいられるから」という理由で「楽

しいところ」とした回答が多くありました。 

 本計画では、こども・若者が安全で安心し

て過ごせる多くの居場所を持ちながら、社会

で生き抜く力を得るための糧となる多様な体

験活動や外遊びの機会に接することができる

よう、居場所づくりに取組むこととしており、

そのような中でコミュニケーションに関わる

力も育まれていくものと考えております。 
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８ 

計画書９８、１２４、１２５ページ 

 相談センターは、建前は立派でも対応が雑

であったり、実際はうまく機能していないな

どの不信感があるので、書類に書いているだ

けではなく"普段"相談センターが実際どの

ように機能しているのかをもっと詳しく知

りたいと思った。滋賀は、子育てをしやすい

福祉環境が整っているという認識が広まっ

てきていると思うので、もし草津市が率先し

てやる計画がうまくいったらすごく強い武

器になるだろうと期待が膨らんだ。 

 本市では、御指摘にあるような対応が雑で

あったり、実際はうまく機能していないよう

な状況が生じないよう、子育て相談センター、

子ども・若者総合相談窓口などを設け、分野

を越えた連携も含め、切れ目のない支援に取

り組んでおります。 

 例えば、子育て相談センターでは、乳児の

いる世帯を全戸訪問する等、保健師・助産師・

保育士等の専門職が、妊娠・出産・子育ての相

談対応をしており、このような取組の実践や

情報発信を通じて、安全・安心な子育て環境

等の提供を進めてまいります。 

 

９ 

計画書１００ページ  

 食農教育推進事業「はたけのこ体験事業」

については、当学区でも、こども園、保育園

などの園児たちが里芋の植え付けや収穫を

体験しており、未就学児と地域住民との交流

が図れています。年末には園における「餅つ

き大会」にも参加し、そのつながりが深まっ

ていると感じます。他学区での事例紹介や意

見交換会などを通じて、更なる発展ができる

ことを期待しています。 

 「はたけのこ体験事業」は、未就学児を対象

に、栽培から収穫、調理までを体験できる食

農教育推進事業として、モデル実施を含め、

令和４年度から実施しています。今後につき

ましても、事例紹介や意見交換会など、新た

な展開について検討してまいります。 

10 

計画書１１６ページ 

 次世代を担うこども・若者たちの地域活動

への参加を推進し、地域に対する愛着を深め

ることは大変重要な取り組みであると思い

ます。市や中間支援組織がお膳立てした活動

ではなく、地域社会が独自に企画、運営する

活動へこども・若者を参加させていくことが

重要だと考えます。市は、後方支援に徹し、

地域の自立性を確保していくことがその役

割だと思います。 

 草津市では、各学区のまちづくり協議会へ

の地域まちづくり一括交付金や地域課題解決

応援交付金等を通じて、こどもの生きる力の

育みや、青少年の健全育成等に取り組んでい

ただいており、引き続き、地域の自主性を尊

重しながら、取組を支援してまいります。 

11 

計画書１１７ページ 

 子ども食堂について、こどもから大人ま

で気軽に集まれる場所として子ども食堂を

運営しているが、名前に‘子ども’とつく

 子ども食堂という名称は、一般に浸透して

いる一方で、どなたでも参加してほしいとの

願いから、子どもを使用せず、様々な名称で

活動されている子ども食堂が多くあります。 
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と自分は対象外であるとあると思い来にく

いと思う。そこで、草津市では子ども食堂

以外に共通認識できる呼び名をつけてほし

い。 

 子ども食堂以外にも定期的に大学生と小

中学生が気軽に集まることができる場所が

あればいいと思う。 

 各名称は、主催団体の願いや活動内容を表

しており、統一的な名前をつけることは難し

いと考えておりまして、取組の総称を子ども

食堂としつつ、各名称については、主催団体

の皆様に委ねたいと考えております。 

 また、子ども食堂以外に大学生や小中学生

が集まることができる場所の御意見につきま

しては、今後の参考にさせていただきます。 

 

12 

計画書１１８ページ 

 市では、地域社会を進める主体として「大

学生」に重きを置かれていますが、大学教育

機関との戦略的な連携は必要だと思います

が、一般論として地域活動に積極的な関わり

を希望する学生は多くはありません。在学期

間という限られた期間内となり、継続性、持

続性での問題もあります。 

 

 本市では、アーバンデザインセンターびわ

こ・くさつを拠点のひとつとして大学連携を

進めております。今年度、大学連携の取組の

一つとしてまちづくりや地域課題の解決など

を目的として、「学生ボランティアスタッフ」

を募集したところ２０名の応募がありまし

た。学生の中には、大学で学んだことを活か

してまちづくりを実践したいと考えている者

もおり、市としても学生と連携し、学生の知

識や活力を活かしたまちづくりを推進したい

と考えております。 

 

13 

計画書１１９ページ  

 小中学生への別の取り組みとして、「地域

協働合校」事業がありますが、「地域のこど

もは、地域で育てる」という初期の理念とは

かけ離れ、現状では地域住民の参画はほぼな

く、まちづくり協議会職員が、企画、運営を

担い、センター事業として実施しているのが

実情です。この点についてもそのあり方の再

検討が必要ではないでしょうか。 

 学校教育の中で、「地域活動」への参加を

カリキュラムに盛り込んでみるのも良いと

思います。この年代に地域との関わりを持つ

機会を与えることは、将来の地域活動への参

加に向けて大変有効なことだと思います。 

地域協働合校事業につきましては、地域と

学校で展開しており、地域では、地域の学び

の場であるまちづくり協議会が中心となり、

地域の方々の参画を得て、特色を生かした体

験活動や交流活動などを実施していただき、

子どもと大人が協働し共に学び合う地域づく

りを進めていただいているところです。 

近年の地域の担い手不足やコミュニティの

希薄化などの課題に面し、現在、社会教育委

員会議において、地域の地域協働合校の展開

について検討・研究を行っているところです。 

なお、学校においては、地域協働合校をさ

らに深めた学習として、今年度から市立の全

小中学校において「総合的な学習の時間」を

中心に「スクールＥＳＤくさつ」プロジェク

トを進めており、様々な地域課題に対し、体
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験的な学びを通してこどもたちがその解決に

主体的に関わり、地域社会の一員としての意

識と行動力を身につけることを目指していま

す。 

14 

計画書１２０ページ 

 「スクールＥＳＤくさつプロジェクト」な

どは、こどもたちの地域に対する関心を高

め、地域活動に参加する機会を与えるという

点でとても評価できる取り組みです。中学生

の「職場体験」は、就労という社会生活を経

験するという意味で一定の意味はあるもの

の、マンネリになってきており、中学生側も

受け入れ側もおざなりになっている感は否

めません。 

 「職場体験」が生徒にとつて有意義なもの

となるよう、教育委員会として、草津商工会

議所と連携し新たな受け入れ事業所を確保し

たり、様々な職種の方を職業講話の講師とし

て募集したりしています。また、学校では、学

級でのオリエンテーションやマナー講座、Ｉ

ＣＴを活用した職業調べ、事業所との事前打

ち合わせなどを行っています。今後も、受け

入れ側の事業所や団体との連携を図るととも

に、「職場体験」ヘの関心や意欲が高まる事前

学習を実施し、生徒にとつて「職場体験」が、

働くことの意義や責任を感じたり、社会人と

して自立できる力を身につけたりすることが

できるような場にしていきます。 

 

15 

計画書１２０ページ 

コミュニティ・スクールの運営についても

十分な活動ができていないとの意見を聞い

ています。 

これまでのコミュニティ・スクールにおい

ては、学校の運営方針や取組を伝えることが

多くありました。しかし、「社会に開かれた教

育課程」や「地域とともにある学校」の実現に

向け、現在は、地域における様々な立場の方

を委員とし、会議のテーマに必ず地域連携を

取り上げるなど、その運営の充実を進めてい

ます。 

 

16 

計画書１２１ページ 

 「ＩＣＴを活用した教育の推進」について

は、情報通信技術の体験や利用方法の学習、

さらにコロナ禍での在宅運用など一定の成

果はあるものの、人権侵害や個人情報漏洩の

リスク、「物事を深く考える力」の低下など

多くのデメリットもあると認識しており、今

後の取り組みついては慎重に進めるべきだ

と考えます。 

児童生徒が安全かつ適切にＩＣＴを活用で

きるよう、１人１台端末のフィルタリング機

能などの環境整備を行うとともに、警察や少

年センターの方による「ＳＮＳトラブル・ネ

ットいじめ防止教室」等を行うなど、「情報リ

テラシー」や「情報モラル教育」の充実を図っ

ています。 

また、学習においては、ＩＣＴを有効に活

用しながら、自分の考えをまとめたり、互い
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 の意見や考えを交流したりするなど、「主体

的・対話的で深い学び」の実践を進めていま

す。今後も、児童生徒の情報活用能力や確か

な学力の育成に努めてまいります。 

17 

計画書１２２、１２４ページ 

 メタバースや生成ＡＩを活用した支援の

可能性について、現在、教育や福祉分野で

メタバースや生成ＡＩを活用した支援が進

んでいますが、草津市ではこれらのデジタ

ル技術をどのように活用する計画がありま

すか。 

 また、例えば仮想空間での学習支援や、

ＡＩを活用したこども・若者向けの相談支

援の導入は検討されていますか。 

 現在策定中の草津市ＤＸ推進計画におきま

しては、重点施策の中にメタバースや生成Ａ

Ｉなど「先端技術の導入および活用できる人

材の育成・確保」を位置付けており、文書生成

ＡＩについては、すでに行政事務の効率化に

活用しております。一方、仮想空間での学習

支援やＡＩを活用したこども・若者支援など

について、教育や福祉分野における具体的な

取組はありませんが、先駆的な取組を参考と

しながら、調査、研究をしてまいります。 

 

18 

計画書１２４ページ 

 「重層的支援体制整備事業」については、

支援が行き届いていないひきこもりの若者

への対策として、強化していただきたい事業

です。当学区では、「有償ボランティア制度」

の立ち上げを進める中で、将来的に「アウト

リーチ等を通じた継続的支援」につなげられ

ることを期待しており、ひきこもり状態の若

者の支援にも役立てたいと考えています。 

 

 重層的支援体制整備事業として、相談支援、

参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的

に実施することによって、包括的な支援体制

を推進し、ひきこもりや不登校、ヤングケア

ラー等の様々な困りごとを抱えた若者の支援

へとつなげてまいります。 

19 

計画書１２７ページ 

 「不登校のこどもたちの保護者の集い」は、

支援の届きにくい社会生活を円滑に営む上

で困難を有するこども・若者の保護者への支

援として、非常に有効な活動だと思います。

当学区でも令和６年度より、県や市のスクー

ルシャルワーカーの助言をいただきながら、

不登校児童とその保護者の支援事業をスタ

ートさせました。今後、他学区の活動団体と

の意見交換や市の取り組みとの連携を図っ

ていきたいと思います。この活動において

は、まだスクールソーシャルワーカーが不足

 草津市では令和２年度に市費スクールソー

シャルワーカー（以下ＳＳＷ）１名を配置、そ

の後少しずつ拡充し、令和６年度現在、市費

３名、県費３名のＳＳＷが相談等の業務にあ

たっています。市費のうち１名はスーパーバ

イザーとして、ＳＳＷの統括、困難なケース

や緊急の対応などにあたっております。 

 ＳＳＷは、不登校だけでなくインクルーシ

ブ教育や福祉などの面での対応もしているこ

とから、今後も学校を取り巻く様々な状況の

把握に努め、必要な取組を進めてまいります。 
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していると思いますので、その質と量での充

実を図っていただくようお願いします。 

 

20 

計画書１２８ページ 

 障がいについて触れるのであれば、滋賀県

の強みであり特徴であるびわこ学園などを

もう少し押し出したら他県との差別化が図

れるのではないかと考えた。 

 本計画は、本市が取り組んでいる各種事業

を中心に掲載しておりますことから、びわこ

学園に関する具体的な記述はございません

が、計画書１２８ｐ、１７３ｐに記載のとお

り、障害福祉施策については、該当施策や重

点的な取組に位置付け、引き続き、関係施設

と連携を図りながら取組を進めてまいりま

す。 

21 

計画書１６８ページ 

 生まれ育った地域に愛着をもつこども

（「ふるさと」育み事業）について、 私は大

学生ですが、子どもが地域に愛着を持つに

は、親族でない大人との良い関係や同年代の

子どもたちとの良い思い出のある場所があ

ることが大切だと考えた。 

 これらは、その地域にいることで感じられ

る愛情で、大人になっても子どもの頃の良い

思い出は心に残るもの。特に自分より年上の

大人と良い関係であることは子ども自身が

大人になった時に大きな経験になるかつ、自

分自身も地域の子どもたちに触れ合うコミ

ュニティーを作る可能性があるため、より重

要な事だと考える。 

 こどもが地域の人との関わりを通して学

び、家庭や学校、地域の協働によりこどもと

大人がともに成長する場は大変重要と考えて

います。このため、本市では、目指すこどもの

姿を、心豊かでたくましく生き、未来をつく

る草津のこども「草津っ子」として重点的な

取組に位置付けています。  

 生まれ育った地域に愛着をもつこども「ふ

るさと」育み事業に位置付けた各種事業など、

こどもたちの住む地域の特性を生かした、地

域でのこどもの育ちや地域の子育て力を向上

させる取組を推進します。 

  

 

22 

計画書１６８ページ 

 草津市の小中学校ではＰＴＡの解散が進

んでいると聞いた。それぞれに事情があると

思うが、ＰＴＡを通した地域の繋がりが希薄

になるのではないか。子どもの保護者も多忙

で活動の見直しも必要なことだと思う。 

 しかし、保護者がどこかの機関に相談する

まではいかなくても、思いを共有したり、誰

かの話から気づきを得たりする機会が減っ

てしまうのではないか。ＰＴＡ以外に学校や

地域とゆるやかにつながる仕組みづくりが

 ＰＴＡは「児童生徒の健全な成長を図るこ

と」を目的に、保護者(Ｐ)と教職員(Ｔ)が連

携・協力しながら子どもたちの学びの環境を

サポートし、また大人自身も学ぶための組織

であり、学校と家庭をつなぐとともに、家庭

教育の推進においても重要な団体です。各学

校においては、ＰＴＡを含め、それぞれの学

校の実情に応じた保護者の活動を通して、学

校や地域と保護者とがつながり、保護者同士

の交流がなされているところです。 

 本計画では、ＰＴＡに関わる記載はありま
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必要だと思う。 

  

 

せんが、「草津っ子」育み事業の中で、家庭、

地域、学校、企業、市等社会全体でこどもの育

ちを応援することとしています。 

23 

計画書１６８ページ 

子育てのしやすさ（満足度）の年度別目標

値を立てていることにいわかんを感じた。子

育てのしやすさを上げることは子育てをす

る親世代の人間にとって重要なことではあ

るが、あまりにも主観的すぎる要素であり、

それが数％増減したところであまり評価の

多少にならない。 

 より客観的な情報から草津は子育てがし

やすい街になってきていますと主張できる

何かを提示する必要があると考えられる。例

として、親世代に、子育てしやすくなる要素・

しにくくなる要素を提示しそれらの中から

当てはまるものを選択してもらうことで、子

育てがしやすい・しにくいが客観的な数値で

得られる。かなり難易度が高いが、客観的で

根拠として利用できるデータが必要なので

あればこのようなデータの取り方をする必

要がある。 

 

 「子育てしやすいまちづくりについてのア

ンケート」では、誰もがわかりやすい成果指

標として、中学生以下のこどもの保護者の皆

様に、草津市での子育てのしやすさを調査し、

計画の成果指標の一つとしているところで

す。 

 また、今回御提案いただきました調査項目

につきましては、本アンケート実施時に類似

の調査項目として「子育てに関して充実して

ほしいもの」や「子育てに関して不安や気に

なること」を調査しており、その結果につい

て、施策への反映に取り組んでおります。 

 御提案にあります、子育てに関する客観的

な指標については、引き続き、調査、研究をし

てまいります。 

 

24 

計画書１７５ページ 

 発達支援についての目標として相談件数

を上げることを目標としていますが、各種手

当の支給額の増額を目標に掲げていただき

たいです。障害児は一般的に健常児と比べて

生涯収入が著しく少ないです。 

 一生を通じての経済格差を埋めていく意

味においても、この各種手当の支給額の増額

を目標にあげていただきたく思います。 

 発達支援の目標値では、個々の特性やニー

ズに応じた発達支援を行うための相談機能や

切れ目のない支援体制が重要であるとの観点

から、発達に支援が必要な方への相談件数を

指標としたところです。各種手当につきまし

ては、障害児福祉手当や障害基礎年金等、国

の制度が中心となりますことから、市の指標

とはいたしませんが、引き続き本人や家族、

関係機関から意見を伺いながら必要な支援に

ついて取り組んでまいります。 
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25 

計画書１７７ページ 

 市ホームページやＳＮＳ等を活用した情

報発信、意見聴取について、私は現在大学

生ですが、草津市観光物産協会 Instagram

はおすすめに流れてくることが多く、草津

の新鮮な情報を楽しみにしています。その

ため、草津市としてＳＮＳを強化するので

あればよりストーリーやハイライトを活用

し、学生とコメントやアンケートで双方向

のコミュニケーションがとれる等になると

よいと感じます。 

 

 重点的な取組３こども・若者の社会参画・

意見表明②市ホームページや SNS 等を活用し

た情報発信や意見聴取を進めるうえでは、こ

ども・若者に情報が届きやすく、双方向のコ

ミュニケーションが重要となりますことか

ら、御提案の内容も含め、効果的な手法を検

討してまいります。 

 

26 

計画書１７７ページ 

 キラリエラウンドテーブルに参加した

際、計画を見る機会をいただいた。すでに

取り組まれている事例のなかでも、大学生

や中学生との対話や、子どもたちが自主的

に何をやりたいかを出し合う機会があった

と知り、非常に良い取り組みだと思った。

草津市は様々な子育て支援施策を展開し、

子どもを対象としたイベントを多く開催し

ているが、ラウンドテーブルでは事例にあ

ったように子どもたちが企画から関わり、

主体的に考える機会がもっとあるとよいと

いう意見があった。 

 今度は、高校生や社会人になった若者も

含め、異年齢、異学年が関われる機会とし

て、またさらに地域の方々との交流の機会

として事業を進めていただきたいと思いま

す。 

 御意見のとおり、様々な世代が交流しなが

ら、対話し、企画に主体的に関わることが重

要でありますことから、重点的な取組として

本事業を掲げ、目標値として、こども・若者と

の直接対話の機会やこども・若者の意見反映

による取組の実施数を掲げたところです。 

 御指摘にありますように、高校生をはじめ

様々な世代の参加や、主体的な取組への参画

が重要でありますことから、１７７ページの

対面形式の意見交換の項目の記述について、

「多様な層から」を「小中学生や高校生、大学

生等、多様な世代のこども・若者から」に改

め、「適宜、工夫を行います。」のあとに、「ま

た、意見反映による取組につきましては、こ

ども・若者の主体的な参画や地域との連携を

進めます。」を加えます。 

 

27 

計画書１７７ページ 

 こどもが将来にわたって幸福な生活を送

ることができる社会の実現を目指している

と考えます。そこで今できていないことと

して、大人の意見に引っ張られているのが

現状ではないだろうか。私自身も必ず大人

の意見の方が正しいと思ってしまう。そう

 計画策定を進めるにあたり、中学生や大学

生と市長との対話の場づくりを行い、そこで

提案された意見の中から、若者がアクセスし

やすいよう市長がⅤチューバーとなって市政

情報を発信したり、市民活動団体との協働の

手法で、中学生が企画した小学生との交流会

を実践するなどの取組を行いました。 



  

12 

 

なると自己肯定感の低下、批判的思考能力

の不足、人間関係に影響が出てくると考え

る。これを改善するために私は” いきいき

夢の場”案を提案する。草津市の子供達が

自分たちの将来、または地域の問題につい

て発表しあえる居場所を作ることです。大

人も参加しますが、口出さないというルー

ルで参加します。新しい視点を味わってほ

しいです。 

 

 本計画におきましては、こども・若者の社

会参画・意見表明を重点的な取組に掲げ、こ

ども・若者との直接対話の機会の創出に取り

組むこととしており、御提案にある多様な対

話の機会の在り方については、本市のこれま

での取組結果やこども・若者の意見も踏まえ、

引き続き検討してまいります。 

28 

計画書１７７ページ 

 対面形式の意見交換では、学校や部活動と

市がコラボレーションする形をとるという

のはいかかでしょうか。学生は自分から何か

に参加するというのは時間的にも体力的に

も難しいと感じてしまうかもしれません。学

校の協力を得て、授業や部活動と連携して草

津市について知ることができるイベントや

対話ができるとよいと思いました。 

 

 今年度実施いたしました対面形式の意見交

換のうち、中学生につきましては、本市教育

委員会主催の子どもサミットと連携し、大学

生につきましては、立命館大学での授業やワ

ークショップイベントと連携させていただき

ました。御提案にあります手法を含め、引き

続き、様々な連携を進めながら、対面形式の

意見交換の充実に努めてまいります。 

29 

計画書１８１ページ 

 「こども・若者の居場所づくり」の事業も

重要な取り組みです。一般的なフリースクー

ルや子ども食堂ではなく、新たな「第３の居

場所」づくりを是非推進してください。不登

校などの悩みを抱える子どものみならず、一

般のこどもたちにも門戸を開く必要があり

ます。例えば、習い事や学習サポートに通い

たくても経済的理由や保護者などが送迎で

きない等の理由により、参加できないこども

たちに対し、地域まちづくりセンターを活用

することにより、課題が解決される場合もあ

ると思います。是非協力させていただきます

ので、営利目的でのセンター使用制限の撤廃

などを含めて、他の部局との連携を図ってく

ださい。 

 重点的な取組である「こども・若者の居場

所づくり」においては、フリースクールや子

ども食堂など、市の既存事業について強化し

ていくこととしており、新たな「第３の居場

所」づくりの御意見につきましては、今後の

参考にさせていただきます。 

 なお、地域まちづくりセンターにおきまし

て、創意工夫により自主的に取り組まれる居

場所の形は様々だと考えておりますが、草津

市立地域まちづくりセンター条例で、専ら営

利を目的とする事業その他これに類するもの

と認めるときの使用制限をしておりますの

は、まちづくり協議会を主体とした協働のま

ちづくりを推進し、地域の活性化に寄与する

ためでありますので、現時点では使用制限の

撤廃を考えておりません。 
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30 

計画全体 

 全国的にこども・若者支援の取り組みが

進んでいますが、他の自治体と比較して、

草津市の計画にはどのような独自性や強み

がありますか。 

 また、他の自治体で先進的に取り組まれ

ている施策（例：デジタル技術を活用した

教育・福祉支援、子ども・若者向けの地域

プラットフォームの構築）を参考にしてい

る点はありますか。 

  

 本市計画の特徴といたしましては、新たに

「こども・若者の社会参画・意見表明」や「こ

ども・若者の居場所づくり」を重点的な取組

としたことが挙げられ、こども・若者との対

話の場を新たに設け、出された意見の具体化

を進めるとともに、多様な居場所づくりに取

り組むこととしております。 

 なお、先進事例の調査につきましては、各

種施策に新たに取り組むときなど、その都度

実施しておりますが、全国の市町村こども計

画が公表されますことから、他市の優良事例

を参考に本市事業を検討してまいります。 

 

 

 

▼原案への反映について 

 パブリックコメントの実施結果を踏まえ、必要な事項について原案の修正を行います。 


